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第1表 セブンーイレブンの店舗数  
（1992年6月来）  
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店舗数  国  名  
アメリカ（直′削占）   
〃  （フランチャイズ）   
〃 （ライセンス）  
アメリカ 合 計  
カ ナ ダ（直営）  
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3，309   
583  
6，250   
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180  
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全国市場や都市市場が形成され，新しい大規模な小壷業者が誕生した。まず・   
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舗としての百貸店とテナントとしての専門店が川店したtl）。   
こうしたアメリカの小売形態の発展の歴史についてみると，各小売企業は基  
本的には卸売機能の統合化による低価格戦略からスタートし，次第にサービス  














（3）コンビニエンス・ストアは1960年代・70年代に急成長するが・その秘密   
ほどこにあったのか。  
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どのようになされているのか。   
本稿は，以上の疑問あるいはこれらに関連したコンビニエンス・ストアの競  
争ならびに成長戦略に疑問に答えようとするものである。そのために，アメリ  
カで最初のコンビニエンス・ストアとみなされているセブンー イレブンを事例  
としてとりあげることにする。  









ど」（4J。   
一一方．日本セブンーイレブンでは，自らの小売形態を「精選された食料品，  
ファーストフード，乳製品衣札維乱その他日用品および特殊品を供給し・  




イジング，そして長時間の営業といわれている“）。，   
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（3）フランチャイズ・システムの特徴   
マーケテイングの手段としてのフランチャイズ・システムは，ある企業ある  
いは本部（フランチャイザー）が特定地域で他社あるいは加盟店（フランチャ  












ジーが仕入と価格設定を自由にできる権利を明確に認めたのである0   
このような十投的な件格を有するフランチャイズ・システムは1940年代にア  
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・一一九 システム・フランチャイズ方式においては，フランチャイズ自体の所  









2・コンビニエンス・ストア・ビジネスの誕生   
（り サウスランド・アイス社の設立  
19世紀後半から生成・発展したビッグ・ビジネスは，大豊生産と大豊販売を  
統合した。この結果，モノは豊かになり．人々やビジネスマンの関心は，生産   
470   
アメリカにおけるコンビニエンス・ストアの蝕争・成長戦瀦  139   
から消費へと移っていった。   
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催され，ダラスに本社を置くサウスランド・アイス杜が設立された－9）。   
第2の人物は，ジョー・C・トンプソン・ジュニアUoeC．Thompson，Jr．），  
通称ジョデイである。ダラスに住んでいたトンプソン家の隣には，コンシュー  











ド・アイス社の取締役となった11（ガ。   







彼らは夜遅く子供のためにミルクを望んだり，日曜日の教会の帰りに卵を求め   
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アメリカにおけるコンビニエンス・ストアの競争・成長戦略  】41  
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同社は7店のトテム店の営業を行っていた。その広薔は，次のようにこの新   
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ん。自動車に乗られたままで，氷，机 バター．ミルク，チーズ，冷たい飲  
札 その他100種類の商品について注文下されば，皆様は運転席にお座りに  











建まで同社を経常することを命令された。   
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力によって，同社は1934年12月10日に管財人の手を離れ，再建を完rすること   





















産に乗り出している。   
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にかけて改築計画か遂行され，床山拍貴は2侃 駄車場は5台から5昨㌻へ．氷ヤ  
ミルクの貯蔵容器の人きさは4吼 店の通路も著しく拡大された。大半の店舗  
はオープン・フロント形式であったから，垂直式ドアに代わって水平スライド  
式ドアが設問された。乳製品の貯蔵庫は肪頭から肪の奥へ移され，店員・顧客  














ウェーブ・オープンを．没関していたが，これは後の「ホット・ツー・ゴ′   
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ダとジャクソンビルにそれぞれ5店力首開店された。   
結局・フロリダヘのコンビニエンス・ストア概念の導人は成功を収めたが・  
同時に多くの枕争企業を生み出した。まず，リル・ゼネラル・ストア（Li1   
480   
アメリカにおけるコンビニエンス・ストアの鶴争・成長戦略  lrt9 
GeneralStore）が強力に参入してきた。しかし，当時他にもユートーテム（U・  
Totem），ケイベルズ（Cabelrs），ローン・スター（LoneStar），アメリカン・  
サービス（American Service），そしてアトランティック社（Atlantic  
Company）などの競争企業があったが，セブンーイレブンの店舗数はそれら亜  







倍の600肪舗を有するという大胆な計画を立案している朗。   
小売業を成功させるには，時代の変化と共に品揃えやサービスの内容を変え  
ていかなければならないといわれる。というのは，時代と共に世代間のギヤッ  
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協会の会合に机席した0その時ワシントンl）．C．へ戻らなければならなかった   
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早稲田商学周355・356■合併号  152   
が274瓜 フロリダに151店のセブンーイレブン凡 そして65のケイベル・ミ  
ニット・マーケット肪であった瑚。  






















ジョンが社長になることが決定された。その後間もない1961年6月11日，ジョ   
484   
アメリカにおけるコンビニエンス・ストアの競争・成艮戦略  153   








棲も立てられた㈱。   
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の現場訓練とから成っていた仰。   
486   
第1園 サウスランド社の組織図 り963年7月）  
」堅禦竺旦▼」  
∴、・■ こ  
?」?】?〔??????〓．㍗??????????????
l r l  
」    」   
出所 AlleJILiles、OhTankHeal］e7I：TheSioTyqftheSouthlandC仰ttm（SouthlandCorporat－On．1977），p、156  























最も利用しない人々でもあった。主婦たちは週単位でまとめ買いし， 価格志向  
が強いため価格が若干高めのコンビニエンス・ストアをあまり利用していな   
488   
アメリカにおけるコンビニエンス・ストアの淡争・成艮戦略  157   
かった。スーパーは商品を捷供し，コンビニエンス・ストアはサービスを提供   
したともいえる。コンビニエンス・ストアはとくに，子供，ティーンtエイ   
ジャー， 働く人．母親にアピールした。コンビニエンス・ストアは，子供に   
とってはきわめてわかりやすい規模とレイアウトをもっており，どこでも気軽  
に欲しいものが手の届くところに置いてあった。ティーン・エイジャーや若い  
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J銅坑出面学第二j55・3舗合併号   
第2表 サウスランド件の成艮  
158  
JJi 舗 数  
（フランチャイズ）   










9Ji46   
12，43ノ1   
14，430   
17，797   
20，366   
2：主，328   
29，736   
34，319   
（i5，663   
17，596   
57，097   
83，141   




160，252   
212，535   
2（）0．445   
66，4（）0   
216，20（）  
l，3〔）6，900   
276，6（）0  




























































出所：力抑仙川座れ老年度より作軋   
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アメリカにおけるコンビニエンス・ストアの競争一成長戦略  159  
のは・24時間都市のラスベガスであった0この時開廷長は，すぐに版元と利益  
の増加をもたらした。   
同じ軋 テキサス州のオースチンでも実験が行われた。これはテキサス大の  
フットボールの試合のある土曜日の夜′卜後‖時を過ぎても買い物客が途経えず，  
たまたま深夜営業を行ったことに始まる。同じことが，フォートワースのテキ  
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早稲田商学第355・356介併号  160   
はスピーディー・マートの126店のコンビニエンス・ストアと4肪のスーパー  
マーケットを吸収するという，今までで故人の買収をすることになった。   
スピーディ・マート杜は1956年4月にヘンリー・ポニーとテッド・E・グ  












業のもつダイナミクスを！iq時に有するものとなった（43〉。   
スピーディ・マート社を買収した後，フロリダ事業部のサム・マイヤー  








の中に食品雑貨を置いた模擬肪舗がつくられている。教育は，1960年代半ばの   
492   
アメリカにおけるコンビニエンス・ストアの披争・成長戦略  161   
5日間の店舗での教育から1970年代半ばまでには15日間の授業とOJTへと発  
展していったのである。サウスランド杜がスピーディ・マート社を買収した後，   
ワスリーンはダラスの本部へ呼ばれて教育をまかされ，サウスランド研修所を  
設立した。そして，あるショッピング・センターの中に実物大の店舗をつくり，  
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（3）成長と管理の問題   
この急成長はいくつかの要♭引こよって可能になった。第1は，チャート会沸  
における極端に利益意識の高い経営者が育成されたことである。というのは，  
彼らはこの会議で，品目ごとの販嵐 利益，費用が分析・検討されたからであ  
る。   
第2は，新しい立地決定方式である。ジョデイ・トンプソンの死後，ジュ  















ネーミ ングがつけられた。このファーストフードの取り扱いのためには・ ス   
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ルージュ， レイク・チャールズ，モービル．モンゴメリー・ペンサコーラなど  
両軸市場に153店を有するコンビニエンス・ストア企業のバク・ア・バク社  
（pak一佃ak）を買収し，これが中南部事業部となった0   
さらに，1978年12月には，カリフォルニア州において1966年に設立され・  
119構を所有していた自動車部品小売店のチーフ・オートパーツ（ChiefAut8  
495   
早稲田商学第355・356合併号  164   
Parts）を買収している。その後，1979年4月にミルクのノールトン（Knowl－  
ton）札1982年8月冷凍菓子のメリット・フーズ社（MerrittFoods），1983年  
7月ペート・フーズ（Pate Foods），1984年9月エルゲ・ポテト・チップ杜  
（EトGePotatoChip），1986年346店を有するハイズ・デアリーズ・ストアズ社  





















曜日まで1週間滞在した0本社からいろいろな分野の人がここにやって来で請   
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ン・ダイジング，在庫管理，防犯 マネジメント原則を学び，インストア・ト  
レーニングと評価を受けるものであった。19卯年までには，215人（51％）の  
店長が要件を充たしていた。  
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計手続き全体を修正した。このシステムは，供給業者からの仕入れ，倉庫業務   
498   








この結果，店舗の在庫は減少し，販売商品スペー スを拡大することができ，時  
間および空間を節約することになった。1971年の年次報告善ほ次のように述べ  





効率と経済惟は，サウスランド件の繹常によってきわめて重要である醐。   
サウスランド杜では，当時流通センターの設立によって以下のような利点が  
生じると考えていた魯甥。  
（l）信頼のおける経済的かつ継続的な供給源ができ，これによって個々の店   
舗がプロダクト・ミックスを管理し，正確な数の注文ができる。  
（2）］店当たり棚の300－400平方フィートを新しいファースト・フード・カ   
ウンター．季節販促品，拡大プロダクト・ミックス，追加サービス・製品   
のために使用することができる。  
（3）新鮮かつきれいな商品をおき．外観をアピールすることによって・回転   
の遅い商品を壌止することができる。  
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いを変えることができ，年間10％の商品を入れかえるようにまでなっている（細0   
店舗から地域事務所への情報の流れにおける重要なリンクは，セブンーイレ   
500   
アメリカにおけるコンビニエンス・ストアの競争・成長戦略  169   




柄，つまり販売，仕入を要約した日報を集めて地区事務所に届けることであっ   
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た－テキサス・カリフオルニア，ワシントンDCなどの－・等地は見つけること   
502   
アメリカにおけるコンビニエンスtストアの儀争・成兵戦略  171  
第3黄 室賓コンビニエンス・ストア  
1986年  
「   売 上  
（百方ド   
会   社  名  










注1：11ミとしてライセンサ【、、   
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ンド社の年次報告笥は，つぎのように海外活動の重要性についてのべている0   
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早稲田商学第：i55・356合併号  174   
レブン店を建設し営業するためのライセンスが与えられた。同社は，これに  












のガーブ・コ札 南テキサスのリオ・グランデ・ヴアリーのラー・リン社  
（1－ar－I一れInc．），西ヴァージニアおよびケンタッキー州，オハイオ州のSBR  
社（SBR，1nc．），ネブラスカ州およびアイオワ州内部の－一部のコンテンポラ  








よってアメリカ国内で経営されていた（叩（第5表）。   
このエリア・ライセンス方式は，日本にも適用された。1973年11月日本にコ   
506   
第4表 セブンーイレブン海外店の推移  
舶  年度1976い977要19781979巨980…198小982i1983毒1984巨985ト986巨1987弓1988ト989毒1990巨991   
＼Ilて  
呵 
合 計   329い珂826il・112竜1，3911・8082，181i2，叫3・0973，540！4，085i4、6叫5、2叫5，朗96，叫   
????〓?????????＝????????????
出所．サウスランド社の社内突科による。  















も促した机）。   
しかし，サウスランド祉の海外進出は全般的には比較的ゆっくりとなされた  
が，1970年代末から1980年代にかけて，このエリア・ライセンス方式は，台湾，  
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アメリカにおけるコンビニエンス・ストアの競争・成長戦略  177   


























509   
第5表 セブンーイレブンの商品分野別販売割合  
F ！ 
1商品別  
F  ガソリン 
…責了ンド；嘉一  u  u   
美容 用品   
5．8 5．0   3．9  3．4  2．0  1．8  
∃年度  u ぎ姦バ孟  n  1 冒才竺′凍結二端銭 1l  非食料  乳製品      M    健康・    顧客 ービス  u 合計書 n H  1991 1986   u 21．5r19．1  10・7薯10・3】8・4言…二三 11・7ilO・9室8・11                 22．1f15．8  H   6．4  5．2 ぎ 4．0   3．5  2．6  1．1  LlOO・0ゝ   
2．7  100．0∃   f三言芸′  
H  2．8  
2．8  
∫1983 jユ982  
i1981  2．6  
2．6  2．8  ，1980 】1979  3．2  
f1978f  3．4  
9・8≧14・2≒  
！1977 11976  6・814・7  3．4 3．6  
モ1975  3．9  
∃1974妻   4．0  
?????????????
注1商品分野別の売上高の割合は力抑止用坤鵬1973年にはじめて出てくる。  
注2 商品分類別にガソリンが豊穣するのは．1974年からであるっ  
注31986年から薪しく顧客サービスとフートサービスが加わる。フード・サービスは1985年以降は，‾他の食品＿ として分類されている。  
出所こ1974年置以後の各年度別のA棚減上R～押rtより作或。   
アメリカにぉけるコンビニエンス・ストアの亜争・成耗磯崎  179   
セルフ・サービス販売方式の禁軋リモコン装置の頻繁な故障，低いマーク  
アップ（10％以下）・低いl店舗当たりの売上（月200ドル以下）といった問題   
もあった。そのため，1969年になっても6州で59店がセルフ・サービスでガソ  
リンを販売していたにすぎなかった。その数は，1970年に＝州で75瓜1971年  
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早稲田商学第355・356合併号  180   






め，同社は，さらに後方統合を望むようになった仰。   
こうして，サウスランド社は石油精製部門への垂直統合を行うことになり，  
1983年8月31日シトゴ石油会社（CitogoPetroleumCorporation）を買収した。  














担になるとは思われず，成長を妨げるとは考えられなかった。   
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ではエリア・フランチャイズによってロイヤリティを受け取る形をとって いる0  
グローバルな展開がみられるのは，1977年ごろからである。これは，東アジ  
ア・東南アジアを中心とした国々の急速な経済発展がみられ，人々の生活様式   
514   
アメリカにおけるコンビニエンス・ストアの朝争t成接戦略  183  
が都会男削こ代わりはじめた時期と・一致する。   
このような形で急速な発展をとげた，コンビニエンス・ストア事業の開拓者  
であるサウスランド杜も，1980年代の半ば頃から大きな問題を抱えるようにな  









連用 アメリカ′ト売薬の発展については．点訳欽▲郎けメリカの小党革新j（日本経済新聞社，   
1974年）参批】9洲句ミにイトーヨーカ常がサウスランド杜に栗本・経常参朝したことから，筆者   
はノ巨隠形態としてのコンビニエンス・ストアの発展のみならず，競争・成長戦略という点から  
川米企業の逆転」に阻L、を持つようになり，分析を試みるようになった。筆者の長期的な研究   
の枠組みについては．拙稿「H米余渠の逆転岬一一セブンーイレブンの事例研究鵬」（早稲田大   
学人学院商科研究科r癖字研究科紀要j箪舗巻1993年3月刊行予定），日本におけるコンビニ   
エンス・ストアの発射こついては拙稿「‖本におけるコンビニエンス・ストアの発展T－セブ   
ンーイレブンの事例を中心に肌J∴lfF－州打田軒別第357巻，近刊）を審軋  
（2）次のものは．こうした見解の代表的なものである。・マルカム・P・マクネアおよびエリナ・   
G・メイ／清水猛訳r‖小舶）の幅‖は回封＝有壁軌1982年L，また，アメリカ小売企紫の発   
展の理論的分析主ついては，次のものがすぐれている。徳永懐けメリか流通業の歴史に学ぶ   
（第2版り 仲央経済紙】992牢）。  





（7）アメリカにおけるフランチャイズ・システムの発躾については・次のものがすぐれているD   
Thomas s，l）iぐkビ．・下ranぐhi血g川thl、Amprlじan E…－1）n－y－184（ト】98（）・■■（加p洒shed Ph′I）▲   
Dissertation．TheOhj。State University．1988）．  
（8）－92咋代のアメリカ社会については，フレアリソク・L・アレン者／藤久ミネ訳rオンリーイ  
515   
早稲田商学第355・356合併号   184  
エスタデイ」（筑朋書風1987年）参照。  
（9）A”enLiles．OhThanksHeaven！：TheStoTydEheSorwLhLandCbrfwation（TheSouthlandCorporation・  
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く付記〉 本稿は，1991年l川21日の経営史学会閣髄闇会での報裾二加筆修1一三したものである〔－なお，  
血肋α川ゆγ′や内部資料の収集については，セブン【イレブン・ジャパン．トレーニング部  
の斎藤由布イ・さんならびに井上美智ナさんに大変お世話になったく、記して謝意を表したい〔  
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